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研究成果の概要（和文）： 九州における高齢者の生活研究を継続して行っている。本研究は、前回（平成２１年～
２３年度）に引き続き、離島（長崎市のA島）における高齢者の生活実態調査を行い、高齢化・過疎化の進行する島で
の「よりよい生活」への提言をしたいという研究目的ですすめている。
　研究は、島における高齢者の生活を「生活支援ネットワーク形成」，「高齢期生活の持続可能性」という視点から実
施している。今回の研究調査で着目したのは、島の高齢者は「買い物難民」となる可能性が高い，そこで課題となるの
が、高齢者の消費者としての市民的資質のありようである。島における「自助，公助，共助」による消費者市民社会構
築の可能性を検討した。

研究成果の概要（英文）： On-going research surveys are being conducted on the lives of elderly people 
living on islands from the perspective of “formation of life support networks” and “sustainability of 
elderly people’s lifestyles.” Since there is a high probability for elderly people on islands to become 
shopping refugees, we focused on the civic quality of the elderly as consumers. This study investigated 
the possibility of building a consumer citizenship society on islands by self-help, public assistance, 
and mutual cooperation.

研究分野：生活経営学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本年研究期間（平成24～26年度）は、前期（平
成 21～23 年度）の「離島における高齢期生活支
援ネットワーク形成の研究」に続けて「島におけ
る高齢期生活の持続可能性の研究」と題して研究
を行った。 
 前期においては、離島・長崎市A島を中心に「人
のネットワーク」を家族・親族・近隣・島内につ
いて調査した。結果は、A 島の高齢者の世帯構成
については、老親子同居は極めて稀であって、そ
もそも同居慣行がないことが明らかとなった。し
かし、島に住む高齢者（老親）と別居子の交渉頻
度は高く、互恵的であることも明らかとなった。 
 島内の社会関係については、炭鉱閉山（約 100
年間操業）の島であることから「職階制」の名残
を未だに払拭できないところがあり、「島内の人の
素性は知っているが、皆と付き合う訳ではない。」
という一言に表現される実態もある。それでも女
性の場合は、親密なグループ形成ということもな
されるが、男性の場合は、仲間作りが「上手くい
かない」。 
 それでも、島内の高齢者は、「救急艇（倒れた場
合）で島外に運ばれたら、二度と島には戻れない
（死亡、入院の意味）。しかし、それまでは、子ど
もに頼らずに島で生活したい。」と自立意識は高く、
そのように実践している。 
 この島の高齢者の「自立」意識を生活の場面に
おいて「よりよい生活」にしていくためには何が
必要か、ということをさらに探求したいとの目的
で、今回の研究を行った。 
 
２．研究の目的 
 島における高齢者の生活実態を把握して，生活

問題や課題を見出して「よりよい生活」への対策

を提言したいと考えた。生活実態の把握について

は，高齢者を中心にすえて，「地理・交通・歴史」

「家族・親族，地域・隣人」「消費生活・住生活」

「行政・福祉・医療等」，という大まかな4つの枠

組みから構造的な調査を実施した。同時に，この

4 つの枠組みを通して「離島における高齢者の生

活支援ネットワークの形成」という視点からの分

析を試みた。さらには，調査の期間中にも目に見

えて進行する過疎化，高齢化の現実に，「離島にお

ける高齢期生活の持続可能性」の研究へと発展さ

せている。 

 そこで，本調査研究も8年間に及ぶが，当初か

ら生活課題であると認識したのが「消費生活」に

おける不便さであり，「買い物難民」と言える状況

の進行である。A島の高齢者は、A鉱業所の操業時

に中年期までを過ごしており，島の中で豊富な生

活物資が供給された体験を忘れてはいない。それ

だけに，現在のモノの少なさには不満がみられた。

そして，この状況は深刻さを増すばかりのように

みえる。 

そこで，私たちは島の高齢者の「消費者市民」

としての資質に着目した。与えられるだけの消費

者から，環境醸成に動く消費者市民を目指すこと

で，離島における消費生活は，よりよく・豊かに

なると考える。ここでは、A 島高齢者が消費者市

民として地域社会の環境醸成の役割を果たせるか

どうかの可能性を検討した結果を報告する。 

図 ３島の人口と高齢化率の推移 
 
３．研究の方法 
前述の通り，本調査研究は2007年から始めてい
るが，Ａ島の長崎市への編入以前についての行政
資料や郷土史に類する資料も多くあり，その収集
はほぼ完了した。本研究調査の中心は，実地調査
にあり、年間2回を定時調査として，8～9月と2
～3 月の期間に行った。これとは別に，例えばＡ
島で海開きがある，またＢ島の架橋が完成した，
などの行事が開催されという機会を捉えてＡ島に
行くということも年間に1～2回ある。 
Ａ島では2007年12月と2008年3月，9月にか
けて，行政センターの一室を借りて，島の男女高
齢者と面接調査を実施した。対象者の選定は，当
時の自治会長の推薦を得たものや，私たちの直接
交渉によるものである。結果として，個人名を特
定した調査対象者は，女性15名（62歳～86歳，
2008年当時），男性5名（60歳～88歳，2008年当
時）となった。この後は，この20名の高齢者の生
活を追跡調査してきた。その生活実態を観察する
ために，島内を歩きながら出会った所で話をする，
自宅を訪問する，出先の場で話をするというかた
ちでインタビュー調査を重ねてきた。すでに，こ
の間，調査対象者の中には，死亡（男性1名）や
島外他出（男性1名，女性2名）もある。インタ
ビュー調査は調査者複数（3～5人）で実施し，イ
ンタビュー後に各自の聞き取り結果を統合して記
録を蓄積している。つまり、調査対象者のライフ・
ヒストリーを聞き取っている。 
 Ａ島では行政センター，派出所，養護老人ホー
ム，デイケア・センター，診療所，郵貯銀行，公
設市場，小・中学校，とまと栽培やヒラメ養殖所
などにも定期的に訪問している。比較のために調
査対象地としたＢ，Ｃ島でも，行政センターや支
所の訪問から始めて，公民館や老人憩いの家を訪
問して島の高齢者のお話を伺う，という調査手法



をとっている。 
 
４．研究成果 
（１）高齢者の消費者意識 
 A 島の最近の市場は，本調査期間においても減
少しており，縮小の一途を辿っているのは明白で
ある。現在は公設市場内に3店舗あり，そのうち
の1店舗が日用品・雑貨・米・乾物等を扱い，別
の2店舗は生鮮野菜・食品・肉・加工食品等を扱
っている。この公設市場には往時には20店舗以上
営業していた。 
公設市場以外は，スーパーマーケットが１軒，
和菓子製造店が１軒，酒屋が２軒，洋品店が１軒
ある。飲食店は，４店ある。公設市場とスーパー
マーケットは近接しており，また近くには行政セ
ンター，公衆浴場等の施設がある。そこで，島の
高齢者にとっては「買い物」は，娯楽でもあり，
社交・人とのコミュニケーションの場でもある。 
 なお，島外へは，1 日 9 往復する高速客船を使
うと片道34分で市の中心部に近い港に着く。市内
に住んでも陸路なら中心商店街までに1時間以上
かかるのは稀ではないことから，「離島と言っても，
市内よりもA島は町に近い」と島の人は強調する。
したがって，前期高齢者や元気なうちは，中心商
店街や港ターミナルに直結した大型スーパーに買
い出しに行くのは，生活の豊かさを感じるもので
あり「楽しみ」である。したがって，これまでは
島の市場の実情への関心が高かったとは言い難い。 
 A島は標高115m小さな離島であり，少し歩くと
坂道が続く。洋上にお椀を被せたような形の島で
あり，お椀の淵が埋立てにより平地になっている。
風も強い。 
島内はコミュニティ・バスが定期的に周回して
いる（高齢者は50 円）。このような地理的・交通
事情にあっては、高齢者も後期に入ると高速客船
を使って中心市街地に出かけることが面倒になる
のは自然なことである。 
公設市場もスーパーマーケットも，米やトイレ
ット・ペーパーなどの重い物や嵩張る物は段ボー
ル箱に入れて，軽トラックで宅配している。早朝
の公設市場には，かつては午前7時の開店を待つ
高齢者が多かったが，現在では宅配を頼むメモだ
けで，高齢者（客）の姿はまばらである。とは言
え，店舗に並ぶ生ものはその日のうちに売り切れ
るという。 
A 島の高齢者も，「欲しい時に欲しい物がない。
特に肉がね。挽肉は前もって頼んでおかないと手
に入らない。」とは，よく聞いたが、ここ数年は「予
約」も少なからず定着したようだ。後述する「サ
ロン」を利用していた女性（80 代）は，「私（ウ
チ）は，市内にいる娘が2週間ごとに要る物はま
とめて買って来てくれるから，ここ（市場）では
何も買わんと。」と話すが，「娘さんがいらしてい
いですね。」と応じると，「娘も忙しいときは来れ
んけん，ここでも買わんばね。店が無くなったら
困るもんね。」と，島の消費者としての自覚もみら
れるようになった。 
（２）公設市場の機能強化 
 A 島の高齢者の消費生活の持続可能性は，公設
市場の「質」にかかっていると言ってよいだろう。

前述のように，公設市場は縮小している。調査を
始めた8年前には肉屋，魚屋の専門店もあったが，
今は2スペース使う店が小さく扱っているという
具合である。商品は，毎朝，高速旅客船の第１便
で仕入れている。市街地よりも1割程度高価であ
ることは否めない。 
 商店主も「儲けはない」と言っている。一人は，
「年金受給者なので，儲けがなくても生活してい
ける，商売は生きがいのようなもの，止めたら島
の人が困るし。」と淡々と語ってくれた。また，公
設市場ではないが，洋品店主も「昔のようにはい
かない，お客さんのない日が多くなったけど，昼
間はなるべく店を開けている。店が閉まっている
と，寂しいと皆が言うから。」と語る。 
 前述のように，高齢者は買い物難民になりかけ
ている。高速客船に乗ってまとめ買いに行くのも
難しくなる。高齢期の一人暮らしでは，乗船料金
を考慮すれば少々割高でも島で買い物した方がい
い，ということにもなる。しかし，Ａ島の市場は，
このままでは縮小の一途を辿ると思われる。また，
買い物の効用は，商店主と客のコミュニケーショ
ンだけでなく，地域の人々が集まり社交の場でも
ある。 
 そこに，数年前に市の地域活性化計画の一環と
して公設市場の空スペースを改築して「ふれあい
サロン」が出来た。島の高齢者に気軽に談笑の場
として利用して欲しい，というのが趣旨である。
サロンの清掃や鍵などの管理は，公設市場内の営
業主に委託されているが，併せて「高齢者の見守
り」業務もある。「僅か」だと言うが市から謝金が
出る。「電灯代位にはなりますか」と尋ねてみたと
ころ「そうだね」という返事だった。公設市場の
継続営業に対する公的支援を兼ねた事業である。
したがって，A 島の高齢者の消費生活の持続性を
考えると「公設市場」の維持を図ることが必要で
あるという結論になる。 
（３）高齢者の協働の動き 
 では，A 島の人々は島の高齢化と過疎化の前に
して，島の皆で協力・支援の関係を形成していか
なければいけないという「共助」の意識は芽生え
ているのであろうか。「買い物」には直接関係ない
が，10年以上も前のA島で高齢者の孤立死の発生
をうけて，島の高齢者から「黄色い旗」を各戸に
たてようという動きがあったが，「他人に留守かど
うか知られたくないだろう，・・・」で当時の役場
では取り上げてもらえなかったという。ところが，
この5年ほどの間に行政主導で実現している。高
齢者宅の玄関に昼間は黄色い旗が出されている。
「6 割くらいかな」という話ではあるが，全戸配
布してあるそうだ。 
また，こちらも行政主導であるが「見守りネッ
トワーク」作りも進んでいる。前述の通り，公設
市場では，高齢者が買い物に来るパターンを把握
している。そこで，「顔を見ないな」と気づいたら
直ちに行政センターに連絡し，センターは近くの
「見守り隊員」に連絡し，隊員は「さりげなく」
高齢者宅を訪問するのである。効果はすでに出て
おり，倒れているところを発見し事なきを得た事
例や，残念ながら亡くなっていたが幾日も経って
いなかった事例など，孤立死を防いでいる。 



 A 島は小島であるが，かつて島を覆っていた炭
鉱アパートは解体され，緑の多い綺麗な島になっ
ている（この島の8割が市有地である。）。そこで，
市営アパートや持ち家地区などでは，家庭菜園や
畑で各種野菜が栽培されている。もちろん、栽培
している家庭では食べきれない。 
また，市有地の各所には野草であるアロエやツ
ワブキが密生している。（アロエやツワブキは高齢
者が採取するには地形的に無理がある。）こうした
島の生産物を「公設市場の空スペースに持ち寄っ
て，一山100円か50円でもいいから売れるように
したら，作っている人も種籾代くらいになるし，
皆が喜ぶじゃないか。」と，行政センターに提案し
たところ「蹴られた」と残念そうに話してくれた
のは70代の男性であった。 
家庭菜園だけでなく，島の退職男性は小型船舶
を持っている人が多く，「釣り」を楽しんでいる。
この魚も野菜類と同様に，自家消費できない分は
ご近所・知人に配る。80 代の女性は，「朝，新聞
をとるためにドアを開けると，新鮮な野菜や，う
ろこを落とした魚が段ボール箱に入れて置いてあ
る。大体あの人かなと分かるけど，はっきりはし
ないので，お礼ができるような時には沢山用意す
る。」という。困ったような風はなかったが，「頂
き物は多いので，お裾分けする。」と付け加えた。 
 前出の男性は，こうした野菜や魚のやり取りを
個々の友人・知人間だけでせずに，市場に置けば，
「島全体の人が新鮮な食材が手に入って喜ぶじゃ
ないか。余計な気も使わなくてすむ。」と言うので
ある。公設市場の生鮮野菜や鮮魚の品揃えを考え
ると，公設市場に島の生産物が並んでも，売上高
にはあまり影響はないだろう。 
 A島のこのような状況でこそ，所謂「A島の消費
者特区」創設ということになれば，島の公設市場
が高齢者に優しい市場になると思われる。素晴ら
しい提案ではないだろうか。 
（４）B島，C島の買い物事情 
 A 島の市場事情は前述の通りであるが，以上の
報告に至ったプロセスで比較研究したB島とC島
における高齢者の買い物事情に触れておきたい。B
島は，大橋の架橋により離島指定が外れたように，
対岸には自家用車や定期バスで行け，車で20分程
度かかるが，総合病院やスーパーに直行できるよ
うになった。 
しかし，高齢者はB島内にある，やはり1軒あ
るスーパーマーケットに，同じ敷地に生鮮野菜・
果物店，肉・魚を扱う店もあり，コミュニィ・バ
スを使って買い物に来ている。スーパーでは宅配
もしている。スーパーの前に停留所があり，待合
のベンチは高齢者の談笑の場となっている。地域
包括支援センターでは，買い物代行サービスも行
っている。架橋によって，利便性は増しており，
「買い物難民」への危機感は低いように思われる。 
 C 島は，つい数年前に鉱業所の後継事業所が撤
退したために，図に示すように急激に人口が減少
している。残されたのは高齢者ということで高齢
化も急激に進んでいる。現在，島には生活必需品
を売る店は、立ち飲みもできる小型スーパーが 1
軒だけである。C 島から対岸までは，高速艇なら
僅か15分で対岸に着く。しかし，対岸の地区も過

疎化が進行し商店街も廃れている。したがって、
高齢者も元気なうちはバスで1時間程度かけて大
型スーパーのある市内まで行くが，加齢とともに，
コミュニティ・バスに乗り島の港に行って、次に
船に乗る，となれば楽とは言えなくなる。 
 C 島には，定期的に移動販売車がフェリーに乗
って生鮮食品を運んでくる。C 鉱業所の関連会社
が県北部で数十台を使って営業している（公的な
支援もある。）。しかし，C島における周回は、1日
1 回である。一方では，島の高齢者の需要は高ま
っている。周回するために、順路によっては欲し
い物が売り切れている場合もある。そこで，事前
注文にも応じており，名前入りの買い物袋がいく
つも詰め込んであった。 
 但し，C 島の高齢者は「島での生活がきつくな
ったら，対岸の家（例：自宅，親族の家，老人ホ
ーム）に移る。」という生活設計の人が多く，不便
は感じていても島での生活を「何とかしたい」と
いう積極的な姿勢はみられない。B 島でも C 島で
も高齢者は，地域の仲間とともに小グループでの
協働関係を作っているが，島全体への拡がりとは
なっていない。 
（５）今後の課題 
 A 島では，前述のように個人主義的な意識が強
くみられるが，同時にそこには自立した生活意識
もみられる。島の高齢女性には，かつての自身の
職業や住まい（炭鉱アパートは職階で分けられて
いた。），「趣味の会」などを通して小さいが緊密な
グループを形成している。生活上の支援関係もあ
る。例えば，台風というと風の強い地区の高齢者
は市営の宿泊施設に避難する。消防署も迎えに来
てくれるが，この女性グループで車を持っている
人が，「早めに来てくれるので，安心よ。」。 
もちろん一人で活動する人もいる。80歳代であ
るが，島の神社（無人，公園）を定期的に清掃し
ていた。「昔は，周囲に炭鉱アパートがあって順番
に掃除していたけど，私がしないとね。」と，10
年近くになると語っていた。このような事例は多
い。ただし，男性高齢者の場合は，協働という活
動が「長続きしない」。このように「協働」を阻む
のは，炭鉱の職階制の名残と男性優位の性別意識
である。特に職階制という縦社会に慣れた高齢男
性は，横の繋がりを上手く形成できないようであ
る。 
しかし，A 島の高齢者はただ生活環境の変化を
傍観しているわけではない。過疎化と高齢化の進
行の中で，高齢者は足元の島での買い物，市場に
目が向くようになっている。そのためには，島で
自分が出来ることはしよう，参加しようという姿
勢もみられる。つまり，消費者市民としての資質
が潜在していると思われる。しかし，それを「行
動化・見える化」するには行政の支援，仕掛け，
手助けが必要である。 
前述の通り，A 島は市に編入され町役場は行政
センターとなった。A 島の人口減少にしたがって
行政センターの職員と業務の縮小も進んでいる。
行政センター長や職員は、最初は旧A町役場職員
が就任していたが，現在は市の広域人事に組み込
まれ，短い場合は１～2年の任期で赴任してくる。
当初A島の人からは「知らない人が増えて，あま



り相談には行けない。」という声が多く聞かれた。
しかし，ここ数年，「高齢者見守りネットワーク」
作り，「黄色い旗運動」や「サロン」の事業が実現
したのは広域人事の成果であったと推察している。
島の人間関係を理解しようと努め，強力に（市の
計画に従って堅実に）事業を進めたのである。 
このような事業については、前述の通りに以前
から島内でも声を出す人がいたのである。しかし、
住民自治や旧体制では行動に移せなかったという
ことである。ところが、最新の行政主導で推進し
てみると、島の高齢者も抵抗無く受け入れている
のはみてとれる。こうした行政の支援がなければ，
高齢者や島内だけでは消費生活環境醸成を図ると
いうことは無理である。公設市場が島の消費生活
を維持できるように機能強化する方策として，A
島を消費者特区にして，例えば前述の男性高齢者
の提案のように「持ち寄りコーナー」を開設運営
するなど具体的な展開が待たれる。やはり、行政
支援としての「ほんの少しの配慮」である。A 島
の高齢者が，それを教えてくれている。 
最後に、平成27年2月の現地調査での聞き取り
で、B 島に小規模多機能の高齢者施設を運営して
いるNPO法人があるが、この法人がA島の高齢者
福祉サービスを全面的に委託されて運営にあたる
と聞いた。離島における高齢期生活の研究を始め
た以上は、今後も島の生活の推移を見守りたいと
考えている。 
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